
「杜のスタジアム」
国立競技場の概要について

2020年8月21日（金）



神宮の杜と調和する市民に開かれた

「杜のスタジアム」
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「生命の大樹」

明治神宮内苑

新宿御苑

赤坂
御用地

皇居へ

新宿御苑

明治神宮内苑

赤坂御用地
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桂離宮月波楼

出展元 : Raphael Azevedo Franca

深い軒庇がつくり出す伝統的な縁側空間



1F ピロティ情報の庭





「大地の杜」

「空の杜」



外苑西通り側に開かれた「大地の杜」

仙寿院交差点側からみた
イメージ

（植栽は完成後、約10年の姿を想定しております）







緑豊かな「大地の杜」からスタジアムへアプローチ



軒庇から連続する木調ルーバーによってスタジアム内へ導くエントランスゲート



１Fコンコース最上段の車いす席まで、フラットにアクセス



臨場感あふれる観客席





装飾を抑えた白い壁

木調アルミルーバー

四季折々の変化が楽しめる植栽
周長約850m

5階空の杜

360°の眺望が楽しめる「空の杜」











ロビー イメージパース

折り紙天井
大和張り柱





本物の質感で光を透かす和紙
ラウンジイメージパース

高さ約4ｍ×幅約2ｍの吊障子

約1500席
ラウンジ約2200㎡ 約300
ｍ

日本らしさを感じる和紙





エントランスイメージパース

船底天井
和紙クロス
重厚感あるカーペット





選手更衣室 イメージパース

世界のトップアスリートの選手エリアに和のおもてなし
オーバル型 27ブース
ロッカー隔てとベンチにCLT材を使用





おぼろ

フラッシュインタビューゾーンの照明デザイン

み す あか

光を朧に透かす御簾の灯り







全国の木でつくる軒庇

周囲の木々と調和する木の軒庇



軒庇木ルーバー割付模式図

47都道府県から調達する全国の木

全国の木でつくる軒庇
※方位に応じて各県の木材を配置
※材種：スギ（沖縄県はリュウキュウマツ）



持続可能な管理が行われている森林のイメージ

森林認証された森の木

森林認証された丸太のイメージ

47都道府県全て認証を受けた森林から調達

地球環境を保全する持続可能な森の木



全国から加工工場に集められた木材





鉄骨

カラマツ
(集成材)

下弦材

ラチス材

スギ(集成材)

落下防止
ボルト

下弦材

ラチス材

落下防止
ボルト

引きボルト

ラチス材

下弦材

下弦材
国産カラマツ

ラチス材
国産スギ

≒6m ≒15m

加圧注入
防腐・防蟻処理
→インサイジング

加圧注入
防腐・防蟻処理

カラマツ→
例：電車の枕木にも使用される木材

木材と鉄骨のハイブリッド屋根構造



ボルト接合

A部

ユニット

ユニット

上弦材の接合概要図（A部）

高力ボルト

ウェブ面

上弦材

三角形
断面トラス

上弦材

下弦材
ラチス材

高力ボルトによる一体化











各層の最上段の水平レベルを揃え 360°連続するスタンド構成

主役は「選手」と「観客」





約9m

約
17
m

約
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m

約9m

スタンド最前列からの距離
陸上競技

最前列手すり内側から９レーンまでの距離



スタンド最前列からの距離
サッカー

最前列手すり内側からピッチまでの距離

約45m約45m

約
30
m

約
30
m
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断面図

FIFA規定 最大34°







イメージ写真

自然のコントラストを作る「森の木漏れ日」



椅子カラーサンプル



5つの色を用いて大地から空へと変化するモザイク状の配色を行い、スタンドを「森の色」にします。











風の大庇開口率
冬季の風

夏季の風



冬の風 夏の風

3-4-1 (2) 屋根・外装計画-5夏の風を取り込み 冬の風を受け流す

ルーバーピッチは各季節の風向特性にあわせて最適な間隔で設置

自然通風を取り入れる日影の縁側空間

北風

日よけ

日よけ

南風







Ｙ軸

Ｘ軸

Ｎ軸

21.87°

Ｓ軸

IAAF基準：南北軸に対して角度22.5°未満



トップライト形状の効率化検証

■トップライト
無し

0％－基準

■トップライト
建物軸の南側に設置

平均値15％上昇

※冬至の平均水平面全天日射量を比較

■トップライト
南北方位軸の南側に設置

平均値17％上昇

■トップライト

南北方位軸に合わせて
ガラス形状を馴染ませる

平均値19％上昇

Ｎ

南側断面図

南側屋根伏図
トップライト
+固定ルーバー

冬至の日射（31°）

夏至の日射（80°）

天然芝に自然光を多く取り入れるトップライト形状

冬至におけるピッチ面の日射量増加率の検討
参考：技術提案段階におけるシミュレーション検討参考資料



日照調整ルーバー

トップライト

冬の日照

夏の日照合わせガラス
FL 6 ～15 + PWH 6.8







天然芝（フィールド）

暖地芝の採用

均等散水・均等排水



スプリンクラー系統配置及び散水範囲図

散水設備配置計画

均等散水

ポップアップ式スプリンクラー

12系統に分割

➀ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫



地中温度制御システム埋設配管及びセンサー配置参考図

地温コントロールシステム

夏：冷水

冬：温水

配管全長 約26㎞

12系統に分割

➀ ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫







環境に配慮したスタジアム

東京都建築物環境計画書制度に基づく省エネルギー性能基準の「建築物の熱負荷（PAL*）
25.15％、設備システム全体のエネルギー利用の低減率（ERR）31.62％」を達成（2014年版）



「空の杜」

「大地の杜」

「せせらぎ」

雨水利用
（建物屋根降雨分を集水・再利用）

井戸水の利用
（井水を屋外地盤散水へ利用）

雨水流出抑制槽 中水槽

（トイレ洗浄）
緊急排水槽中水槽

(芝、植栽)

中水槽

（屋外地盤散水）

排水再利用水槽

緊急遮断弁

排水再利用設備

雨水利用設備

汚水槽

スタジアム

雨水利用槽

施設ガバナ

雑排水、厨房排水の再利用
（雑排水・厨房排水をトイレ洗浄水へ再利用）

汚水流入

熱源機械室へ

フィールド散水へ雑排水・厨房排水

流入

各ユースポイントへ各ユースポイントへ

(建築工事)

下水道本管

中圧ガス本管

水道本管

P

PPP

災害用

トイレシステム

（マンホールトイレ）

雨水樋

上水受水槽 井水ろ過装置

オーバーフロー

緊急水源として
井戸を設置
（10m3/日）

屋根面の降雨水を貯留、
フィールド散水、植栽散水、
便所洗浄水として利用

厨房排水や雑排水を処理、
便所洗浄水として利用

災害用
マンホール
トイレ 15穴

気流創出ファン
185台

太陽光パネル 24.66kW
（高効率シースルー太陽電池）

緊急排水槽

ミスト冷却設備８か所
＋室外機用（10か所）

〔消火設備〕
客席部は屋内消火栓と
屋外消火栓で警戒
上部にスラブがある部分
はスプリンクラーで警戒

厨房排気用
脱臭装置

非常用EV附室
排煙は押出し
排煙方式

環境に配慮したスタジアム



エネルギー需要予測・学習機能の概要ビルエネルギーマネジメント機能構成画面（例）

ビルエネルギーマネジメント機能
（エネルギー見える化） 需要予測・学習機能

平常時

省エネ運用サポート

中
央
監
視
設
備

エネルギー
運用データ

熱源運転の
最適パターンの提案

施設管理者

T-Green BEMS

熱源運転順序の入力

（手入力）

・イベント別エネルギー使用量
・照明/コンセント負荷
・外気条件に応じたCOP
・CO2排出量

・イベント規模
・イベント種別
・スケジュール
・エネルギー単価

蓄積データ 施設利用情報

・温度
・湿度
・日射量

気象情報

学習機能を持った T-Green BEMS
（日負荷シミュレーションデータ）

最適運転スケジュール

（熱源機の発停順序、タイミング）

入力フィードバック

データ蓄積

最適演算

ビルディングエネルギーマネジメントシステム
（BEMS）概要

２．イベント対応設備（最適熱源予測機能）環境に配慮したスタジアム



気流創出ファンについて

設置イメージ図（断面図）

設置台数：185台

風速センサー



気流創出ファンについて

12時 14時 16時
風速 [m/s]

SET* [℃]

WBGT [℃]

屋外(有風)：
40.4℃

屋外(弱風)：
42.5℃以上

ファン停止



気流創出ファンについて

12時 14時 16時
風速 [m/s]

SET* [℃]

WBGT [℃]

屋外(有風)：
40.4℃

屋外(弱風)：
42.5℃以上

ファン運転 (全台運転)



0087

EPS

競技用音響設備
(ラインアレイスピーカ)

大
型
映
像
装
置

保安用発電機によるバックアップ

通信インフラ引込の異ルート化

大
型
映
像

高圧
電気室

通信
機械室 特別高圧

電気室

スタジアムに必要な電気設備

陸上競技計時計測設備

2,250kVA×2台
燃料：都市ガス 運転時間：72時間以上

観客席用照明(LED)
228台

競技用照明(LED)
1300台

一般照明(LED)

高圧
電気室

高圧
電気室

高圧変圧器（レガシー用）
超高効率型
（電気室・EPSの分散配置）

※停電時は上記に加えて非常用発電機の同期運転可能

特別高圧引込の異ルート化

ハイブリッドソーラー外灯
（風力、コンセント付）

次世代型人感センサー
（管理室、防災センター）



【準拠基準】

■オリンピック・パラリンピック競技大会時
陸上：国際陸上競技連盟(IAAF基準)
水平面照度：平均水平面/平均鉛直面=0.5以上2以下
鉛直面照度：1.5mの高さで2000lx以上

■オリンピック・パラリンピック競技大会終了後
陸上：日本陸上競技連盟(JAAF基準)
水平面照度：1.22mの高さで平均1000lx以上

フィニッシュラインは平均1500lx以上

サッカー：要求水準及び財団法人日本サッカー協会
(要求水準及びJFA基準)

水平面照度：2000lx以上

サッカー：FIFA基準(将来増設スペースの確保)
水平面照度：1.0mの高さで平均3500lx以上
鉛直面照度：1.0mの高さで平均2000lx以上

ラグビー：JIS基準(JIS Z 9110:2010) (JRFU基準)
水平面照度：平均500lx以上

照明器具取付不可範囲(FIFA /JFA/ IAAF)

照明器具台数 合計1,300台
(IAAF対応:1192台 JAAF対応:660台 JFA対応:388台 JRFU対応：280台)

競技用照明の設計基準



※ バックスタンド側のみ（メインスタンド側も同様）

スタンド向きラインアレイスピーカー（前部） 16基

スタンド向きラインアレイスピーカー（後部） 14基

フィールド向きラインアレイスピーカー 8基

キャットウォーク

スピーカー配置計画 平面図

スピーカー配置計画 断面図

音圧分布シミュレーション図

スピーカーの音軸図

【プロセス】

設計時

音圧分布シミュレーション

スピーカー等機器取付工事前

詳細音圧分布シミュレーション

取付後

音響の測定

スピーカー台数
合計38基

【準拠基準】IAAF
観客席エリアの直接音音圧レベル：105dB±3.5dB以内

競技用音響設備



各種スポーツ競技における選手名、得点、競技記録等の表示及び
各種スポーツ競技、イベント時の動画映像等の表示を行う。

北側

南側

32.0m

9.
3m

32.0m

9.
3m

北側 南側

【概要】

表示パターン

JAAF,IAAF,Jリーグ,FIFA

【準拠基準】

スタジアム
国内 海外

A競技場 Bスタジアム Cスタジアム Dスタジアム Eスタジアム F体育館

用途
陸上・

フットボール
陸上・

フットボール
フットボール

陸上・
フットボール

フットボール
陸上・

フットボール

面数 1面 2面 2面 2面 2面 2×2面

画面サイズ
7.3m(H)
×20.4m(W)

9.0m(H)
×22.5m(W)

10.2m(H)
×23.6m(W)

9.4m(H)
×19.2m(W) 8.25m(H)

×23.88m(W)
9.22m(H)
×16.51m(W)7.8m(H)

×16.0m(W)

最大視認距離 264m 265m 228m 260m 220m 268m

陸上表示の際に
認識可能な視力

1.5 1.2 0.9 1.2 1.1 1.2

他事例

視認性を考慮
・曲面形状

大型映像装置

文字情報

文字情報 文字情報 文字情報

文字情報





３．BCP対応設備（電気対応） BCP対応



３．BCP対応設備（電気対応） BCP対応



【災害時の対応】
2、3階のコンコースに6,000人が3日間滞在
↓
・緊急時の混乱に対処しやすいよう、中央監視に災害時対応画面を作成
・T-BC controllerを導入し、災害時にリアルタイムで各設備の「残量」を把握

中央監視の災害時対応画面

３．BCP対応設備 BCP対応



Ⅱ 95

マンホールトイレ
給水：水栓設置
排水：マンホール×5ケ

ハイブリッドソーラー外灯

×3か所

・敷地内3箇所にマンホールトイレ（貯留槽付）を設置
・1箇所につき、マンホールを5個設置（合計15基）設置可能

３．BCP対応設備（マンホールトイレ）

×5か所

BCP対応
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2019/12/21
オープニングイベント



2019/12/21
オープニングイベント


